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 議員派遣として参加した研修会議の内容は、次のとおりでした。 
 

期 間  令和７年２月２０日(水) １３：００～１５：００ 

場 所  多良木町 交流館石倉Ａ棟 

目 的  上球磨町村議会議員研修会 
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告 

 

 

の 
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派遣議員：全員  ※研修終了後、交流会(石倉Ｃ棟)と懇談会(新辰巳) 

 

１．研修内容 

講師 ： 長内 紳悟 氏［一般社団法人 地方公共団体政策支援機構］ 

演題 ： 「持続可能なまちの前に持続可能な役場ですか？」 

 

 

＜研修の主なポイント＞ 

◎地方創生と人口減少問題 

＞地方創生は、東京一極集中を是正し、地方の活性化を図る政策。東京の

人口は増加しているが、地方は減少している。地方の人口減少が進む中

で、特に生産年齢人口の減少が深刻な問題。 

 

◎エビデンスに基づく政策形成 

＞エビデンスに基づく議論は、事実やデータに基づいて意見を形成し、政   

策を議論する手法。これにより、より建設的で効果的な政策議論が可能。 

 

 

 



 

◎議会改革の必要性 

＞議会の運営や構造を見直し、より効果的で効率的な議論や意思決定を行

うための取り組み。執行部の役割を再評価し、ＡＩを活用することで、

議会の効率を向上させることができる。議会改革を進める際には、エビ

デンスに基づく政策形成を重視する。 

 

◎現在地と先進地の比較 

＞現在地と先進地の比較は、現状を正確に把握し、目指すべき方向性を明

確にするための手法。目指すべき先進地とのギャップを明確にし、具体

的な改善策を考えることができる。 

 

◎定量データと定性データ ※質疑応答より 

＞定量データは数値化できるデータで、定性データは市民の感情や意見な

ど数値化できないデータを指す。政策形成には両方のデータが重要。 

 

 

２．所感 

私は、一般質問や質疑において現状把握や問題把握など、エビデンスに

基づいて対応することを心がけている。 

 

現在、本町議会は政策形成の議会活動が少ない状況です。議会改革だけ

でなく、政策形成にも力を入れ、真に町民に開かれた議会を目指すことが

今後の課題です。 

 

今回の研修を受けて、「議会改革調査特別委員会」の名称を変更しても

よいと考えている。例えば、「開かれた議会特別委員会」や「地域活力創

生特別委員会(熊本県と同様)」などに変更することが考えられる。  

 

 

 

 

 

 

 


